
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               自分のことを知る～自己理解～  特別支援教室 たんぽぽ 

   

新しい年が始まり、児童たちの元気に友達と過ごしたり学習に向かったりする姿が沢山見られます。新年を

迎え、学校やご家庭でも「今年はこんなことを頑張りたい」「〇〇ができるようになりたい」と目標やめあてを立

てた方もいるのではないでしょうか。目標やめあてを考えるときには、まず自分のことを知ることが大切になりま

す。自分はどんなことが得意なのか、どんなことを苦手としているのか。また、どんなときに集中しやすく、どんな

場面で困りやすいのかを知ることで、自分にあっためあてを考えることができるようになります。このように、自

分の得意なことや苦手なこと、考え方や感じ方の特徴などを知っていくことを「自己理解」といいます。「自己理

解」はできる・できないを比べたり、評価したりするためのものではありません。自分の特徴を知り、「どうすれば

取り組みやすくなるか」「どんな工夫があると安心して過ごせるか」を考えるための大切な土台です。 

  例えば、「忘れやすいことに気付いたらメモをする」「集中しにくいときには静かな場所で取り組む」などの工

夫も自己理解から生まれる行動です。このような経験を積み重ねることで、「できなかったこと」も「工夫すれば

できるようになるかもしれない」と前向きに捉えることができるようになります。 

  自分にあっためあてを立て、自分なりの歩み方で進んでいくためには学校生活はもちろん、これからの生活

や将来においても自己理解が大切な土台となります。たんぽぽ教室でも、日々の学習や関わりの中で、自分

自身のことに気付き、学校生活や日常の生活を送りやすくする支援を引き続き行ってまいります。 
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自分を知るために 

 特別支援教室では、右の「いいとこさがし」のワークシー

トなどを使いながら、自分自身のことを知る活動を行う児

童もいます。できたことや得意なこと、頑張っていることに

目を向け、考えていくことで、自分自身のことを見つめるき

っかけにもなります。 

 ご家庭では日々の会話の中でできたことや頑張ったこと

やその過程に目を向け、言葉にして伝えていただくことで、

同じように自己理解を育てることができます。 


